「大阪府自動車による食品営業取扱要綱及び大阪府露店による食品営業取扱要綱」の一部改正案
に対する府民意見等の募集結果と大阪府の考え方について
· 募集期間：令和３年11月12日（金曜日）から令和３年12月11日（土曜日）まで
· 募集方法：電子申請、郵送、ファックス
· 募集結果：個人２名から２件（うち公表を望まないもの０件）ありました。
※このほか、本計画（案）とは関係のない意見は０件でした。
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